
日
本
に
お
け
る
学
歴
社
会
と
教
育
荒
廃
の
関
連

今
　
西
　
規
　
之
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は

じ
め
に

　
今

日
、
教
育
が
荒
廃
し
た
と
い
わ
れ
、
様
々
な
問
題
が
起
き
て

い

る
。
受
験
戦
争
の
激
化
、
詰
め
込
み
授
業
、
落
ち
こ
ぼ
れ
、
塾

通
い
の
流
行
、
登
校
拒
否
、
受
験
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ
る
自
殺
、
家

庭
内
暴
力
、
非
行
化
な
ど
。
こ
れ
ら
は
受
験
偏
重
教
育
が
大
き
く

影
響

し
、
そ
の
根
本
に
は
、
学
歴
社
会
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
教
育
が
学
歴
獲
得
競
争
の
た
め
の
も
の
と
な
り
、
歪
め
ら
れ
、

小
学
校
↓
中
学
校
↓
高
校
と
い
う
1
つ
の
コ
ー
ス
の
中
で
1
つ
の

尺
度
で
選
別
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
様
々
な
弊
害
が
起

き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
今
日
の
こ
う
し
た
教
育
は
、
非
常
に
危

険
を

は

ら
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
学
歴
社
会
を
明
ら
か
に
し

そ

こ
か
ら
く
る
弊
害
を
考
察
し
た
。

学
歴
社
会
の
背
景

　
日
本
の
学
歴
社
会
は
国
家
の
た
め
に
優
秀
な
人
材
を
登
用
す
る

こ
と
に
源
を
発
す
る
。
明
治
の
『
学
制
頒
布
』
に
よ
っ
て
学
校
教

育
が
普
及
し
、
明
治
十
年
に
は
東
大
が
誕
生
し
、
エ
リ
ー
ト
養
成

が

な
さ
れ
た
。
遅
れ
て
出
発
し
た
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
、
近

代
化
を

図
り
、
欧
米
先
進
国
と
競
争
す
る
に
は
、
優
秀
な
人
材
が

必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
十
九
年
に
学
校
令
が
出
さ
れ
、
r
小
学
校
か
ら
尋
常
中
学

校
、
高
等
中
学
校
へ
と
進
学
す
る
も
の
に
は
厳
し
い
選
抜
試
験
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
最
後
ま
で
選
抜
に
勝
ち
ぬ
い
た
エ
リ
ー
ト
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

け
が
、
帝
国
大
学
の
門
を
く
ぐ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
学
問
が
立
身

出
世
の
道
で
あ
る
様
な
型
が
で
き
上
る
。
従
っ
て
、
学
歴
が
少
数

の

エ

リ
ー
ト
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
あ
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っ
た
。

　
大
正
に
入

り
、
大
学
令
が
公
布
さ
れ
、
大
学
は
増
大
し
た
。

（
大
正
七
年
、
十
六
校
、
二
万
一
、
九
l
五
人
）
。
そ
し
て
、
産

業
界
発
展
の
た
め
の
人
材
養
成
が
な
さ
れ
、
企
業
の
幹
部
候
補
生

と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
く
。
「
学
校
は
次
第
に
生
産
機
構
の
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
に
応
じ
た
人
材
を
輩
出
す
る
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

っ

て

い

く
。
つ
ま
り
、
『
学
歴
』
に
よ
っ
て
職
場
が
決
ま
る
、
と

い

う
学
歴
社
会
の
仕
組
み
が
こ
の
時
期
に
一
層
、
明
確
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
（
2
）

き
た
の
で
あ
る
」
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
G
H
Q
に
よ
り
、
六
・
三
・
三
・
四
制
が
で

き
、
教
育
の
民
主
化
が
成
立
し
た
。
経
済
成
長
に
と
も
な
う
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
養
成
で
、
大
学
は
急
激
に
増
え
、
ま
た
、
所
得
向

上
に

よ
っ
て
、
国
民
の
学
費
負
担
能
力
が
増
し
、
進
学
率
が
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
現
在
で
は
、
三
八
％
に
な
っ
て
い
る
。
高
学
歴
時
代
と
同
時
に

学
歴

イ
ン
フ
レ
の
時
代
が
到
来
し
た
。
つ
ま
り
、
学
歴
が
特
権
と

し
て
価
値
を
も
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
経
済
も
低
成
長
段

階
に
入

り
、
学
歴
に
見
合
う
職
は
な
く
、
高
学
歴
者
1
ー
エ
リ
ー
ト

の
式
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
敦
育
は
依
然
と
し
て
、
明
治
か
ら

表1戦後の大学の伸び （単位：千人）

1大　学　数i大学在学者

　　　12

　　127

　　225

　　523

1，045

1，160

1，407

ユ，792

12

178

201

228

346

369

3S2

423

昭和23年

　　　24

25

30

41

42

45

51

日
本
人
は
単
一
民
族
で
あ
る
た
め
に
同
質
性
が
強
く
、

傾
向
が
あ
る
。
個
人
よ
り
も
国
家
、
組
織
が
優
先
さ
れ
、

人
が

ど
う
い
う
人
間
か
と
い
う
よ
り
、
ど
う
い
う
集
団
に
所
属
し

て

い

る
か
が
問
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
権
威
あ
る
集
団
に
所
属
し
た

が

る
の
で
あ
る
。
終
身
雇
用
制
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
旦
、
そ

う
し
た
場
に
入
る
と
包
み
こ
ま
れ
、
少
々
の
事
で
は
排
除
さ
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
そ
の
入
口
に
お
い
て
、
競
争
も
厳
し
く
な
る
。
皆

が

コ
果
大
、
東
大
L
、
「
大
学
へ
、
大
学
へ
」
「
大
企
業
へ
」
と
走

高
度
成
長
期
ま
で
の
流

れ
の

中
の
エ
リ
ー
ト
養

成
的
経
済
従
属
体
制
が

続
き
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

状
態
で

あ
る
。
そ
し
て

現
代
に
お
い
て
は
、
学

歴
社
会
と
い
う
中
で
、

特
定
の

学
校
歴
が
価
値

を
持
つ
段
階
に
入
っ
て

い
る
。

　
民
族
的
に
見
る
と
、

　
　
　
　
　
集
団
主
義

　
　
　
　
　
　
そ

の

個
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る
の
も
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

学
歴
社
会
の
構
造

　

こ
れ
は
多
重
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
ま
ず
大
き
く
中
卒
、
高
卒

短
大
卒
、
大
卒
、
大
学
院
卒
の
差
が
あ
る
。
大
学
に
も
国
立
、
公

立
、
私
立
か
、
そ
の
中
の
一
般
に
一
流
校
か
二
流
か
三
流
か
。
さ

ら
に
何
学
部
か
、
昼
間
部
か
夜
間
部
か
。
高
校
に
し
て
も
普
通
高

校
か
工
業
高
校
か
商
業
高
校
か
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
は
、
「
東
大
を
頂
点
と
し
、
私
大
を
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
高
卒
、
中
卒
を
底
辺
と
す
る
教
育
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
は
、
大
企
業
、
中
央
官
庁
を
頂
点
と
す
る
経
済
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
み
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
、
」

　
教
育
は
労
働
力
の
ふ
る
い
分
け
機
能
を
営
み
、
こ
う
し
た
構
造

の

よ
り
上
部
へ
行
く
に
は
、
強
い
権
威
の
学
歴
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
わ
け
で
、
試
験
を
通
し
て
そ
こ
に
過
酷
な
競
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
封
建
的
な
身
分
制
と
い

う
も
の
は
な
く
な
り
、
階
層
間
が
開
放
的
に
な
っ
た
が
、
新
し
く

代
わ
っ
て
、
学
歴
に
よ
る
身
分
制
が
で
き
上
っ
て
い
る
。

教
育
へ
の
弊
害

　
学
歴
獲
得
競
争
を

め

ぐ
っ
て
、
学
校
、
親
、
教
師
、
子
供
が
巻

き
込
ま
れ
、
高
校
は
大
学
の
予
備
校
化
し
、
中
学
校
は
高
校
の
予

備
校
化

し
、
教
育
は
本
来
の
形
を
失
な
っ
て
い
る
。
一
元
的
価
値

観
に

よ
っ
て
テ
ス
ト
さ
れ
、
い
わ
ば
、
　
一
つ
の
ふ
る
い
に
よ
っ
て

選
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ふ
る
い
に
残
ら
な
い
と
、
落
ち
こ
ぼ
れ
、

敗
者

と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
苦
い
思
い
を
す
る
。
非
行

化
に

走
っ
た
り
、
自
殺
し
た
り
す
る
の
も
こ
う
し
た
原
因
が
あ
る

様
に
思
わ
れ

る
。
（
昭
和
五
十
三
年
の
警
察
白
書
に
よ
る
と
、
未

成
年
の
自
殺
原
因
の
ト
ッ
プ
は
学
校
問
題
で
あ
る
）
。
い
い
高
校
、

い

い

大
学

と
い
わ
れ
る
の
も
、
一
流
大
学
の
進
学
率
、
一
流
企
業

へ
の

就
職
⊥
率
が
い
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
場
に
お
い
て
は
、
で

き
る
子
中
心
主
義
、
上
部
中
心
主
義
の
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る

の

で
あ
る
。
障
害
児
教
育
が
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
現
状
を
見

て

も
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。
人
間
の
多
面
的
な
能
力
を
見

る
と
い
う
こ
と
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
入
試
が
個
人
の

人
生
を

左
右
す

る
大
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
一
面
的
な
試
験
、

教
育
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
不
平
等
で
あ
る
。
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教
育
内
容
も
問
題
は
多
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
で
日
本
学
者
の
サ
七

ッ

ク
ス
大
学
R
・
P
・
ド
ー
ア
教
授
は
学
歴
学
習
の
罪
と
し
て
、

「
丸
暗
記
に

な
り
、
自
主
性
が
な
く
な
り
探
究
力
が
養
な
わ
れ
な

い
．
実
用
性
、
教
養
性
の
な
い
勉
強
で
人
に
差
を
つ
け
る
。
一
元

的
価
値
観
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
エ
．
コ
イ
ス
ト
を
多
く
作
る
。
好

奇

心
を
そ
そ
る
も
の
で
な
く
、
勉
強
に
楽
し
み
が
わ
か
な
い
、
画

一
的
に

な
る
。
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
大
学
教
育
に
お
い
て
も
．

レ

ジ

ャ

ー
七
ン
タ
ー
化
、
マ
ス
プ
ロ
化
、
内
容
に
至
っ
て
は
ア
カ

デ

ミ
ッ
ク
過
ぎ
て
、
労
働
力
の
ふ
る
い
分
け
機
能
は
あ
っ
て
も
、

実
際
の
社
会
要
請
に
は
適
応
し
て
い
な
い
o

国
民
の
意
識

　
と
こ
ろ
で
、
学
歴
が
そ
れ
程
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

前
述

し
た
よ
う
に
、
学
歴
に
見
合
っ
た
職
も
な
く
、
出
世
率
か
ら

い

っ

て

も
、
ポ
ス
ト
は
増
え
そ
う
に
な
い
。
生
涯
賃
金
に
お
い
て

も
、
昭
和
五
十
年
、
日
経
連
の
調
査
で
は
、
大
｛
a
－
　
1
　
o
o
と
す
る

と
高
卒
九
一
、
中
卒
七
二
と
な
っ
て
、
四
年
間
の
学
費
と
そ
の
間

の

高
卒
が
獲
得
す
る
賃
金
を
含
む
と
差
は
そ
れ
程
な
い
。
（
表
2

・

表
3
参
照
）

表2大企業における大卒者のうちの管理職の割合（昭和49年）

その他課長係長部長

50～5娃

45～49

40～44

3ト39

30～34

む
　

10
％v

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　（注）1．男子大卒者数を100とした。

　　　2．管理職には女子も含まれる。
　　　3．その他の中には次長、課長補佐（代理）も含まれる。

資料：労働省e’労働白書1昭和51年版より
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え
が
強
い
。
ま
た
、
不
明
型
が
多
い
。
つ
ま
り
学
歴
に
対
し
漠
殊

と
し
た
期
待
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
音
に
は
メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
、
せ
め
て
人
並
み
に
と
い

う
中
流
意
識
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
m
p
e
　
（
表
4
・
5
）

　
一
方
、
昭
和
五
十
一
年
、
東
京
都
都
民
室
の
調
査
に
よ
る
と
、

表3　日本での学歴別生涯賃金格差の変化

　　　　　　　　（大卒者の生浬賃金を100とした場合）

・966年1・97・年11974年

ー
．
　
　
　
の
安
定
し
た
生
活
L
と
い
う
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然

旧制小学校・新制中学卒業者

旧制中学・新制高校卒業老

旧制・新制大学卒業者

61．5

71．4

100．0

66．7　　　69．5

1；；㍑：li

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　！

（注）　教育費は考慮していない。

〔出所〕r労働白書』昭和51年版。

　
で

は
、
ど
う
し
て
皆
大
学
を

目
指
す
か
、
日
本
リ
ク
ル
ー
ト

七

ン

タ
ー
が
昭
和
五
十
一
年
三

月
の
高
校
卒
業
予
定
者
四
千
四

百
人

（男
女
半
々
）
を
対
象
に

五
十
年
六
月
に
調
査
し
た
も
の

に

よ
る
と
、
大
学
進
学
の
動
機

は
、
「
専
門
知
識
、
技
術
の
習

得
」
で
あ
り
、
次
い
で
「
教

養
、
視
野
の
拡
大
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
あ
と
は
様
々
に

分
散

し
て
く
る
。
「
青
春
を
楽

し
む
」
「
就
職
に
有
利
」
「
将
来

表4　高校生の大学進学動機 （％）

進　　学　　の　　理　　由 タ　イ　プ

1　専門知識・技術の習得
2　学問研究

1勉学型

最重視1麺選⇒
男 女 男 女

4
6

2

3
4
E
O
ρ
0

就職に有利
就職に必要な勉強をする
将来の安定した生活
結婚に有利

学歴型 o
7
7
0

ρ

0
3

2 t
－
　
t
N

2 ウ
細
5

2

2
11
6
0

10
9

10
1

5
12
9

2

7　教養，視野の拡大
8　立派な人格形成

教養型

9　青春を楽しむ
10　課外活動にはげむ

11みんなが行くから
12　家族がすすめる
13　特に目的なし

青春型

雷同型

o
4

1

7
1
－
O
－

介

0
2

1

7
1
o
o
o

6
L
O

ユ

0
3

2

12113
2i　2

2
1
1

2
2
114その他・わからない・無回答1不明型126126 3 3
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学
歴
社
会
の
是
非
に
関
し
て
否
定
的
立
場
は
半
数
近
い
。
し
か

し
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
す
る
人
が
三
七
％
と
多
い
、

一

、
絶
対
に
な
く
す
べ
き
」
と
い
う
強
い
否
定
者
も
1
　
1
1
“
R
と
少
な

い
。
つ
ま
り
、
建
て
前
は
学
歴
社
会
に
は
否
定
的
だ
が
、
自
分
の

表5　希望学部別にみた進学動機（男子） （％）

　　　｜勉割学酬教麺静型1雷同型・不lp　Jl

全体1・・　2・　14　81　28
　　　　251　18法　学
商・経，　13．　31

・818
19｛　14

30

23

文・⇒27［16［191・1 31

学

学

水

工

理

農

411

42

44

161

12

14

101　6
・・1・

・・lg

27

33

23

．医・凶331　161・1・ 42

‘教育　・・132　1gl・1 23

こ
と
、
子
供
の
こ
と
と
な
る
と
別
で
、
建
て
前
と
本
音
の
区
別
が

は
っ

き
り
し
て
い
る
。
（
表
6
）

　
現
実
を

見

る
と
、
就
職
時
の
企
業
の
指
定
校
制
が
あ
り
、
実
力

試
験

と
い
わ
れ
る
公
務
員
試
験
に
し
て
も
、
上
級
公
務
員
合
格
者

表6　学歴別学歴社会の是非

　あ　あよ　　どい　　　　　なが

　
　
　

　全　　　体　
　　（1，236）

　　　4．
　　計　　　
　　　（592）

　　　4．
　　　中　　　どデ三　　弍く　

父　　（149）

　　　4．
　高　校　卒　
親　　〔260）

　　　2．7＼
　　短　　大　　卒　　　　　8　3　　　　41◆7

　　　（12）

　　　5．8’
　　　　　言十　　　　　　10・9　　　　　37・0

　　　（644）　”
　　　4．2’　ノ
　　　中　　学　　卒　　8　7　　　　　　41◆0

母　　（173）

　　　2．3‘　＼

　高　校　卒　11．4　　36．8
親　　（378）　’

　　　4．2＼　・、
　　短　　ヲこ　卒　8．3　12　5　　27．1

　　　（48）

　　　3．0／　　1
　大学卒以上　　18．2　　30．3
　　　（33）

Nす絶

、　　　　　　　　　　、、、0．4：

　　33．2　　8．3

　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　lO．6；

37．3　　101

　　　tO31

37．0　　110

36．2　　11．1

　　∫03三

396　　10．4

　　　2．1　　、

45．5　　3．0
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（
5
）

は
国
立
ば
か
り
と
い
う
様
に
特
定
銘
柄
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
強
い
。

そ

れ
を

求
め
て
大
学
へ
殺
到
す
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

問
　
題
　
点

　
高
学
歴
化
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
問
題
は
深
刻
化
す
る
。
そ
の
弊

害
を

ま
と
め
る
と
、
第
一
に
学
歴
偏
重
教
育
に
よ
り
一
元
的
価
値

に

よ
っ
て
で
き
る
子
中
心
教
育
が
続
く
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
ゆ
け

な
い
多
数
が
そ
の
た
め
の
捨
て
石
の
よ
う
な
形
に
な
る
。

　
第
二
に
試
験
の
た
め
の
教
育
だ
か
ら
画
一
的
に
な
っ
て
し
ま
い

個
性
あ
る
人
間
が
育
た
な
い
o

　
第
三
に

教
育
が
手
段
化
し
、
入
学
試
験
自
体
が
目
的
化
す
る
。

　
第
四
に
受
験
偏
重
教
育
が
年
齢
の
低
い
層
に
広
が
る
と
、
そ
の

時
期
に
必
要
な
人
格
形
成
と
い
っ
た
も
の
が
犠
牲
と
な
る
。

　
第
五
に
学
校
格
差
に

よ
っ
て
学
歴
意
識
が
強
く
な
り
、
不
平
等

劣
等
感
か
ら
不
満
人
間
を
多
く
社
会
に
排
出
す
る
。

　
そ
の
他
、
経
済
的
に
み
て
、
有
名
大
学
に
入
る
に
特
別
な
教
育

が

必
要
に

な
る
と
、
そ
れ
だ
け
学
費
が
必
要
で
、
そ
の
負
担
能
力

の

な
い
家
庭
の
子
は
無
理
で
あ
る
。
つ
ま
リ
エ
リ
ー
ト
家
庭
の
子

は

エ

リ
ー
ト
教
育
、
下
層
の
子
は
そ
れ
だ
け
と
い
う
よ
う
に
、
学

歴
不
平
等
を

再
生
産

し
て
い
く
o
職
業
配
分
か
ら
み
る
と
、
今
ま

で
高
卒
で
賄
っ
て
き
た
職
に
大
卒
が
就
き
慣
行
化
す
る
と
、
高
学

歴
が
低
学
歴
を

排
除

し
職
場
が
学
歴
閉
鎖
型
に
な
る
。

む

　
す
　
び

　
で

は
、
こ
う
し
た
学
歴
社
会
の
弊
害
を
な
く
し
、
教
育
の
荒
廃

を

防
げ
る
か
。
ま
ず
第
一
に
、
経
済
合
理
の
上
に
立
つ
追
従
の
教

育
を

改
め
、
経
済
の
ふ
る
い
分
け
機
能
を
な
く
し
、
逆
に
教
育
側

の
改
革
か
ら
社
会
に
働
き
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
異
常
な
競
争
を
生
む
入
試
制
度
を
廃
止
し
、
代
わ
る

も
の
と
し
て
適
性
検
査
と
か
、
抽
選
を
取
り
入
れ
、
平
等
に
し
、

学
校
の
門
戸
を
広
く
し
、
出
る
の
を
難
し
く
す
る
。

　
第
三
に
、
学
校
体
系
を
多
様
化
し
、
専
修
学
校
、
通
信
教
育
な

ど
の
個
性
教
育
を
確
立
し
て
い
く
、
そ
れ
を
生
涯
教
育
へ
発
展
さ

せ
る
。

　
第
四
に
、
日
本
人
の
集
団
主
義
傾
向
か
ら
個
の
確
立
が
望
ま
れ

る
。
そ
れ
に
は
、
個
人
の
持
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
能
力
を

引
き
出
す
よ
う
な
教
育
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
大
勢
に
順
応
だ

け

で
な

く
、
多
様
な
人
生
観
が
必
要
で
あ
る
。
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第
五

に
、
親
の
意
識
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
戦
後
、
女
性
が

強
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
母
親
の
力
も
強
く
な
っ
た
。
ま
た
、
子

供
の
数
も
一
家
庭
に
一
人
か
ら
二
人
が
普
通
と
な
り
、
教
育
が
数

少
な
い
子
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
い
い

学
校
、
い
い
会
社
」
と
子
供
の
尻
を
叩
き
、
そ
れ
が
義
務
で
あ
る

か
．
の
よ
う
に
考
え
る
教
育
マ
マ
の
存
在
が
増
え
、
過
保
護
が
増
大

し
た
。
こ
の
子
と
親
の
密
着
を
分
離
し
、
子
の
人
格
を
見
つ
め
た

教
育
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
六

に
、
企
業
側
か
ら
、
教
育
の
選
別
機
能
に
頼
る
こ
と
な

く
、
様
々
な
能
力
の
面
を
み
る
よ
う
な
人
材
採
用
の
努
力
を
怠
る

べ
き
で
な
い
。

　
学
歴
社
会
の
弊
害
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
様
々
あ

る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
経
済

大
国
日
本
に
成
長
し
た
の
も
、
学
歴
社
会
の
背
景
に
あ
っ
た
立
身

出
世
主
義
、
ニ
リ
ー
ト
教
育
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
受

験
戦
争
は
過
酷
と
い
わ
れ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
は
そ
う
し
た
競

争

も
必
要
で
あ
り
、
青
年
の
一
時
期
に
一
生
懸
命
、
受
験
を
通
し

て

勉
強
す
る
こ
と
も
人
生
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
。

そ
れ

に
、
社
会
に
と
っ
て
は
、
何
等
か
の
選
別
が
い
つ
の
時
期
に

も
必
要
で
あ
る
。

　
学
歴
社
会
の

問

題
は

日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ケ
ニ
ア
、
メ
キ
シ
コ

な
ど
で
も
現
わ
れ
て
い
る
し
、
今
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
も
の
で

な
い
。
健
全
な
社
会
を
築
く
た
め
に
、
我
々
は
絶
え
ず
改
善
を
怠

っ

て

は
な
ら
な
い
。

〔注
・
表
出
所
〕

（
1
）
　
矢
倉
久
泰
著
『
学
歴
社
会
』
教
育
社

（
2
）
　
同
右
　
五
二
～
五
三
頁
。

（
3
）
　
同
右
　
六
五
頁
　
左
表

四
四
頁
。

後の進学率の推移（単位：％）

i顯副高校
昭和25年

　　　29

　　　30

　　　36

　　　39

　　　40

　　　44

　　　45

　　　4S

　　　49

　　　51

　　　52

10．1

19．9

21．4

32．2

38．6

37．7

42．5

50．9

62．3

70．7

82．1

90．8

92．6

93．1

（
4
）
　
尾
形
憲
著
『
学
歴
信
仰
社
会
』
時
3
1
・
通
信
社
　
一
六
九
頁
。

表
1
・
2
本
注
1
同
　
＝
○
頁
。

表
・
耀
隠
誓
学
歴
効
用
論
三
・
斐
閣
二
三
喜
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表
4
・
5
　
採
用
問
題
研
究
会
編
著
『
こ
ん
な
大
学
を
出
て
も
ム
ダ
に

　
な
る
』
一
五
一
頁

表
6
　
表
3
同
　
九
頁
。

従業員数別採用重視大学グループ　（％）

432

私

　
立
　
132

国
公
立
ー

サ
ン

プ
ル
数

＼グループ
　　　　＼＼

従繊≧＼

31．84．542．43．07．61．566 9．199人1～

20．32．354．72．96．4344 4．4　9．0100　～　　499／N

12．90．942．01．810．323．　28．9224500　～　　999ノ＼

14．00．316．96．38．　027．6301 26．91，000　～4，999／N

6．37．86．34．718．856．3645，000人以上

16．71．43．9　36．77．717．915．8999体全

　
東
古
が
都
都
民
室
「
教
育
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」

　
調
査
期

日
　
昭
和
五
〇
年
＝
一
月
八
日
～
一
二
月
二
六
日

　
調
査
対
象
東
京
都
内
三
歳
～
一
八
歳
ま
で
の
子
を
持
つ
男
女

　
　
　
　

　
1
k
l
O
O
標
本

　
調
査
方
法

　
訪
問
面
接
聴
取
法

（
5
）
　
日
本
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
「
学
歴
に
関
す
る
企
業
の
意
見

　
　
調
査
」
に
よ
る
。
大
学
入
試
難
易
度
と
企
業
が
採
用
を
重
視
す
る

　
　
大
学
の
関
連
（
上
図
）
ー
グ
ル
ー
プ
が
入
試
難
易
度
は
最
も
難
。
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九
月
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一
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ゆ
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年
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